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２
０
２
３
年
１１
月
２３
日
労
働
会
館
本
館
に
て
第
５３
回
愛
知

民
医
連
学
術
運
動
交
流
集
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
今
年
も
昨

年
と
同
様
リ
モ
ー
ト
を
中
心
の
形
式
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

午
前
中
は
全
体
会
の
講
演
、
午
後
は
分
科
会
と
い
う
形
式

も
昨
年
と
同
じ
で
し
た
。
分
科
会
発
表
者
、
サ
ポ
ー
タ
ー
、

司
会
者
、
要
員
の
方
は
直
接
会
場
に
、
そ
の
他
は
リ
モ
ー
ト

参
加
を
基
本
と
し
ま
し
た
。
今
年
の
演
題
数
は
６６(

昨
年
は

７０)

、
参
加
者
は
総
勢
６
３
５
人
で
う
ち
会
場
参
加
１
１
２

人(

昨
年
６
８
３
人)

で
し
た
。

愛
知
民
医
連
結
成
６０
周
年

記
念
の
学
術
運
動
交
流
集
会

午
前
中
は
、
ま
ず
堀
井
会
長

か
ら
愛
知
民
医
連
結
成
６０
周
年

を
記
念
し
た
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。
次
に
「
人
類
の
進
化
と
文

化
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
」
と
題
し
て

総
合
地
球
環
境
学
研
究
所
所
長

の
山
極
壽
一
先
生
の
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。
講
演
の
要
旨
は
以

下
の
ご
と
く
で
す
。

人
類
の
進
化
と

文
化
の
歴
史
か
ら

地
球
の
人
口
は
１
０
０
年
間

で
４
倍
、
８０
億
と
な
り
家
畜
も

含
め
る
と
全
哺
乳
類
の
９
割
以

上
を
占
め
、
そ
の
活
動
は
大
量

絶
滅
を
起
こ
す
可
能
性
を
持
つ

に
至
っ
た
。
人
類
の
進
化
と
文

化
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
ど
こ

で
間
違
え
た
か
を
正
し
て
い
き

た
い
。

人
類
は
７
０
０
万
年
前
に
２

足
歩
行
を
始
め
、
草
原
に
進
出
。

２
０
０
万
年
前
か
ら
脳
を
拡
大
、

石
器
や
火
を
使
い
、
言
語
を
持

つ
よ
う
に
な
っ
た
。
現
在
は
４

種
類
し
か
残
っ
て
い
な
い
類
人

猿
は
他
の
サ
ル
に
比
べ
、
消
化

能
力
と
繋
殖
能
力
で
劣
っ
て
い

る
。
そ
こ
で
食
物
を
分
け
与
え

る
と
い
う
行
為
を
身
に
着
け
た
。

さ
ら
に
人
類
は
食
物
を
持
ち
帰

っ
て
保
存
す
る
よ
う
に
な
り
、

そ
の
結
果
情
報
共
有
と
共
感
と

い
う
能
力
を
獲
得
し
た
。

脳
の
大
き
さ
と

対
応
す
る
社
会
の
規
模

脳
の
大
き
さ
と
集
団
の
数
は

比
例
し
て
い
る
。
５
０
０
ｇ
の

時
は
１０
〜
１５
人
、
こ
れ
は
言
葉

無
し
に
意
思
疎
通
が
で
き
る(

家
族
程
度)

。
１
０
０
０
ｇ
だ

と
３０
〜
５０
人
、
こ
れ
は
顔
と
性

格
が
熟
知
で
き
る
集
団(

学
校

の
ク
ラ
ス
く
ら
い)

。
１
５
０

０
ｇ
に
な
る
と
１
０
０
〜
１
５

０
人
に
増
え
、
顔
と
名
前
が
一

致
す
る
集
団(

小
さ
な
村
程
度)

と
な
る
。
そ
の
後
、
言
語
に
よ

り
情
報
通
信
能
力
を
発
達
さ
せ
、

さ
ら
に
大
き
な
集
団
を
作
る
よ

う
に
な
っ
た
。

今
や
Ｉ
Ｔ
企
業
に
よ
り
情
報

が
管
理
さ
れ
、
価
値
の
一
元
化

が
起
こ
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

人
類
の
脳
は
１
５
０
０
ｇ
か
ら

拡
大
し
て
お
ら
ず
、
言
語
以
前

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
対

応
で
き
る
脳
の
大
き
さ
の
ま
ま

で
あ
る
。

自
然
と
文
化
の

多
様
性
に
基
づ
い
て

こ
れ
か
ら
は
脳
の
大
き
さ
に

合
っ
た
自
然
と
文
化
の
多
様
性

に
基
づ
く
暮
ら
し
を
デ
ザ
イ
ン

し
フ
ェ
ア
で
環
境
に
や
さ
し
い

社
会
を
作
ら
な
い
と
い
け
な
い
。

人
類
の
進
化
史
の
９９
％
を
占
め

る
平
等
主
義
に
基
づ
い
た
遊
動

社
会
の
精
神
に
戻
る
必
要
が
あ

る
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊

記
念
講
演
の
参
加
者
は
２
９

８
人
（
昨
年
は
２
６
５
人
）
で

し
た
。

核
兵
器
の
な
い
平
和
で

公
正
な
社
会
へ

―
―
第
７
分
科
会
の
講
演

午
後
に
は
７
つ
の
分
科
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

第
７
分
科
会
（
社
保
・
平

和
）
で
は
、
愛
知
県
原
水
協
代

表
理
事
の
大
村
義
則
さ
ん
の
核

兵
器
禁
止
条
約
に
関
す
る
講
演

が
あ
り
ま
し
た
。
要
約
す
る
と

―
―

核
兵
器
の
特
徴
に
つ
い

て
、
①
瞬
時
性
…
広
島
で
１４
万

人
、
長
崎
で
は
７
万
人
が
瞬
時

に
亡
く
な
っ
た
。
②
無
差
別
性

…
長
崎
市
の
統
計
か
ら
、
犠
牲

者
は
女
性
で
全
年
齢
に
及
び
、

男
子
は
１０
歳
以
下
と
６０
歳
以
上

が
多
い
。
ほ
と
ん
ど
が
非
戦
闘

員
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
③

継
続
性
・
生
涯
性
…
生
き
残
っ

て
も
後
遺
症
や
差
別
に
苦
し
む

こ
と
に
な
る
。
大
村
さ
ん
の
父

親
も
被
爆
者
で
あ
る
こ
と
を
隠

し
続
け
、
家
族
に
明
か
し
た
の

は
高
齢
に
な
っ
て
か
ら
だ
っ
た
。

被
爆
者
の
運
動
も
あ
り
、
２

０
２
１
年
に
核
兵
器
禁
止
条
約

が
発
効
さ
れ
た
。
今
後
も
締
約

国
は
増
え
る
流
れ
。
１１
月
２７
日

よ
り
締
約
国
会
議
が
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
で
開
か
れ
る
。
日
本
は
批

准
し
て
い
な
い
が
オ
ブ
ザ
ー
バ

ー
と
し
て
市
民
代
表
の
参
加
が

認
め
ら
れ
て
い
る
。
大
村
さ
ん

も
愛
知
か
ら
の
代
表
の
一
人
と

し
て
参
加
す
る
こ
と
が
話
さ
れ

ま
し
た
。

分
科
会
は３

６
６
人
参
加

午
後
は
、
７
分
科
会
で
全
６６

演
題
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

演
題
は
法
人
別
で
は
、
み
な

と
２７
、
南
１
、
北
６
、
名
南
６
、

尾
張
１９
、
フ
ァ
ル
マ
１
、
は
み

ん
ぐ
２
、
そ
の
他
４
。
職
種
別

で
は
医
師
５
、
看
護
師
・
助
産

師
２７
、
薬
剤
師
３
、
リ
ハ
５
、

介
護
士
１１
、
事
務
・
Ｍ
Ｓ
Ｗ
８
、

歯
科
３
、
放
射
線
１
、
医
学
生

３
で
し
た
。
分
科
会
の
参
加
者

は
現
地
参
加
１
１
２
人
、
リ
モ

ー
ト
も
含
め
る
と
計
３
６
６
人

（
昨
年
は
４
１
０
人
）
。
座
長

賞
の
受
賞
は
、
み
な
と
１
、
名

南
２
、
尾
張
３
、
フ
ァ
ル
マ
１

で
し
た
。

来
年
は
国
際
会
議
場
、

実
参
加
で
開
催
予
定

今
年
も
参
加
予
定
者
よ
り
、

当
日
の
参
加
者
が
多
く
な
り
ま

し
た
が
、
演
題
数
も
参
加
人
数

も
ま
だ
以
前
に
達
し
て
い
ま
せ

ん
。来

年
は
国
際
会
議
場
で
現
地

参
加
の
大
会
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
山
極
先
生
に
よ
れ
ば
、
人

間
の
脳
は
対
面
で
の
み
本
当
の

コ
ミ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る

発
達
段
階
で
す
。
愛
知
民
医
連

の
全
職
員
を
対
象
と
し
た
唯
一

の
行
事
を
、
来
年
は
現
地
で
顔

を
あ
わ
せ
て
交
流
し
盛
り
上
げ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

みみ
なな
とと

☆
１１
月
４
日
、
１
３
０
人
が
参

加
し
『
介
護
・
看
護
活
動
発
表

会
』
を
開
催
し
、
職
場
を
ま
た

い
だ
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

☆
１１
月
８
日
か
に
え
診
療
所
で

加
藤
哲
也
医
師
を
講
師
に
講
演

会
『
高
血
圧
の
話
』
が
開
か
れ
、

４０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

☆
１１
月
１１
日
に
三
回
連
続
講
座

『
糖
尿
病
教
室
』
の
一
回
目
が

開
か
れ
ま
し
た
。南南

☆
１１
月
３
日
大
高
健
康
ま
つ
り

は
、
約
６
０
０
人
の
参
加
者
で
、

会
場
で
は
３２
の
出
店
が
あ
り
大

賑
わ
い
で
し
た
。
初
め
て
の
試

み
で
「
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
を

小
学
生
以
下
の
部
・
中
学
生
以

上
の
部
を
分
け
て
開
催
し
、
子

ど
も
も
親
も
見
学
者
も
大
興
奮
。

多
世
代
が
集
い
、
楽
し
み
、
つ

な
が
り
が
広
が
る
大
高
健
康
ま

つ
り
と
な
り
ま
し
た
。

北北

☆
１１
月
は
北
病
院
、
も
り
や
ま
、

西
区
の
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
健
康
ま

つ
り
を
開
催
。
北
病
院
ブ
ロ
ッ

ク
は
４
年
ぶ
り
で
地
域
の
皆
さ

ん
が
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

☆
１１
月
１７
日
、
子
育
て
広
場

「
に
じ
っ
こ
」
で
ア
レ
ル
ギ
ー

専
門
医
、
坂
本
龍
雄
医
師
に
よ

る
学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。
和

や
か
な
雰
囲
気
で
と
て
も
良
い

学
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

名名

南南

☆
名
南
病
院
で
は
、
世
界
糖
尿

病
デ
ー
に
合
わ
せ
て
、
外
来
で

の
ポ
ス
タ
ー
・
川
柳
の
展
示
、

認
定
看
護
師
に
よ
る
講
座
な
ど

一
週
間
に
わ
た
り
啓
蒙
活
動
を

実
施
し
ま
し
た
。

☆
１１
月
２５
日
（
土
）
に
名
南
会

健
康
友
の
会
は
４
年
ぶ
り
に
秋

の
行
楽
を
開
催
。
北
陸
行
き
の

楽
し
い
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
に

４６
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

尾尾

張張

☆
１１
月
２４
日
、
千
秋
病
院
玄
関

前
に
て
署
名
宣
伝
行
動
を
実
施
。

職
員
、
友
の
会
員
８
名
が
参
加

し
、
保
険
証
廃
止
反
対
や
憲
法

改
悪
反
対
の
署
名
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

☆
２
０
２
４
年
２
月
１１
日
、
記

念
講
演
「
憲
法
が
守
る
い
の
ち

・
く
ら
し
・
平
和
」
に
青
井
未

帆
氏
を
迎
え
、
健
友
ネ
ッ
ト
集

会
の
開
催
を
決
定
。

フフ
ァァ
ルル
ママ
ネネ
ッッ
トト

☆
当
社
薬
剤
師
に
よ
る
助
産
所

で
の
お
く
す
り
相
談
の
取
り
組

み
の
報
告
が
県
連
学
運
交
で
昨

年
に
続
く
座
長
賞
を
獲
得
し
ま

し
た
。
薬
に
関
す
る
相
談
は
切

実
だ
け
ど
、
薬
局
ま
で
わ
ざ
わ

ざ
来
て
は
い
た
だ
け
な
い
。
そ

れ
な
ら
患
者
さ
ん
の
元
へ
出
向

い
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
い
う

積
極
姿
勢
を
評
価
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。はは

みみ
んん
ぐぐ

☆
１１
月
１１
日
、
「
第
２
回
青
空

健
口
ひ
ろ
ば
」
開
催
。
血
圧
・

血
流
測
定
、
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ

ル
チ
ェ
ッ
ク
が
好
評
。
ボ
ッ
チ

ャ
体
験
に
子
ど
も
た
ち
、
食
糧

支
援
コ
ー
ナ
ー
で
近
所
の
高
校

生
や
家
族
連
れ
な
ど
が
生
活
物

資
を
も
ら
っ
て
い
き
ま
し
た
。

☆
１１
月
９
〜
１０
日
「
職
員
育
成

指
針
２
０
２
１
年
度
版
実
践
交

流
集
会
」
に
２
名
が
参
加
。

第４７４号

地球・環境の限界を見すえ、
新たな人間の暮らしのデザインを始めよう

地球・環境の限界を見すえ、
新たな人間の暮らしのデザインを始めよう

県
連
医
活
委
員
長

人類学者・山極壽一氏から人類の進化と文化の視点を学ぶ

安
藤

達
志

協
立
総
合
病
院
・
医
師

堀井県連会長

分科会の様子

原水協・大村氏の学習講演

記念講演の山極氏

分科会の様子

分科会の様子

第５３回
愛知民医連
学術運動
交流集会

第５３回
愛知民医連
学術運動
交流集会
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（2）愛 知 民 医 連２０２３年１２月号第４７４号

１１
月
１１
日
の
「
介
護
の
日
」
、
２
０
２
３
年
秋
の
ド

ク
タ
ー
・
ナ
ー
ス
・
介
護
ウ
エ
ー
ブ
が
愛
知
民
医
連
と

愛
知
県
医
労
連
・
自
治
労
連
愛
知
県
本
部
の
共
催
、
愛

知
社
保
協
後
援
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
介
護
職
員
、
看

護
職
員
ら
が
栄
の
街
で
デ
モ
行
進
し
、
署
名
行
動
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
、
参
加
は
全
体
で
１６
団
体
・
５４
人
、

う
ち
愛
知
民
医
連
か
ら
は
２５
人
で
し
た
。

大
幅
増
員
の
た
め
に
は

声
を
あ
げ
よ
う

栄
公
園
（
愛
知
県
美
術
館
の

東
隣
り
）
で
出
発
前
の
集
会
を

開
催
。
主
催
者
あ
い
さ
つ
に
立

っ
た
医
労
連
・
浜
島
さ
ん
は
、

「
医
療
の
高
度
化
の
も
と
で
現

場
の
負
担
は
増
し
て
い
ま
す
が
、

諸
外
国
に
比
べ
て
看
護
の
手
は

圧
倒
的
に
足
り
て
い
ま
せ
ん
。

職
員
に
余
裕
が
な
い
と
患
者
さ

ん
に
我
慢
を
強
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
医
師
・
看
護
師
・
介

護
士
の
大
幅
増
員
の
た
め
声
を

あ
げ
て
変
え
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

退
職
と
業
務
過
多
の

負
の
連
鎖
断
ち
切
れ

続
い
て
各
団
体
か
ら
報
告
が

行
わ
れ
、
民
医
連
か
ら
は
尾
張

健
友
会
の
大
澤
さ
ん
が
「
介
護

職
員
が
不
足
し
て
い
る
が
、
低

賃
金
や
業
務
過
多
か
ら
離
職
も

多
く
あ
り
負
の
連
鎖
で
す
。
忙

し
い
と
職
員
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
も
不
足
し
て
さ
ら

に
働
き
に
く
い
職
場
に
な
り
ま

す
。
キ
ャ
リ
ア
に
応
じ
た
待
遇

改
善
を
す
す
め
、
長
く
働
け
る

環
境
整
備
が
必
要
で
す
」
と
訴

え
ま
し
た
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
導
入
し
て
も

人
の
代
わ
り
に
な
ら
な
い

県
医
労
連
・
小
島
さ
ん
は

「
介
護
現
場
で
は
派
遣
職
員
に

来
て
も
ら
う
が
、
無
資
格
・
未

経
験
の
人
し
か
来
な
い
う
え
に
、

紹
介
料
は
高
額
で
経
営
を
圧
迫

し
て
い
ま
す
。
国
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

導
入
で
配
置
基
準
緩
和
を
狙
っ

て
い
ま
す
が
、
人
手
不
足
解
消

に
は
な
り
ま
せ
ん
。
大
幅
増
員

を
実
現
さ
せ
て
よ
り
良
い
介
護

を
実
現
し
ま
し
ょ
う
」
と
話
し

ま
し
た
。

処
遇
の
改
善
を
実
現
し
、

地
域
医
療
の
崩
壊
防
げ

自
治
労
連
愛
知
県
本
部
の
小

笠
原
さ
ん
は
「
看
護
師
だ
け
で

な
く
、
医
師
も
技
師
も
不
足
し

て
病
院
は
ギ
リ
ギ
リ
の
状
態
。

コ
ロ
ナ
手
当
の
廃
止
な
ど
、
国

の
無
責
任
な
施
策
で
処
遇
は
低

下
し
退
職
に
も
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。
地
域
医
療
が
崩
壊
し
て

は
住
民
は
安
心
し
て
暮
ら
せ
ま

せ
ん
」
と
話
し
ま
し
た
。

栄
の
街
で
元
気
よ
く

コ
ー
ル
と
デ
モ
行
進

集
会
の
あ
と
、
参
加
者
は
栄

の
街
を
デ
モ
行
進
し
、
「
介
護

士
、
看
護
師
、
全
然
足
り
な

い
！
」
な
ど
の
コ
ー
ル
を
行
い

ま
し
た
。
デ
モ
終
了
後
、
栄
・

三
越
前
で
署
名
行
動
と
リ
レ
ー

ト
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

各
団
体
か
ら
８
人
の
方

が
リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
署

名
協
力
の
訴
え

８
人
の
方
が
マ
イ
ク
を
に
ぎ

り
、
「
若
い
職
員
が
結
婚
し
て

家
族
を
養
っ
て
い
け
る
だ
け
の

給
与
を
実
現
で
き
る
よ
う
に
署

名
を
お
願
い
し
ま
す
」
「
そ
の

人
ら
し
い
最
期
を
支
え
る
介
護

を
お
こ
な
い
た
い
。
み
な
さ
ん

の
ご
家
族
が
介
護
を
受
け
る
と

き
に
、
温
か
い
介
護
・
看
護
が

で
き
る
よ
う
に
署
名
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
」
「
介
護
は
や
り
が

い
あ
る
仕
事
で
す
。
た
く
さ
ん

の
人
の
人
生
を
支
え
る
こ
と
が

で
き
る
素
敵
な
仕
事
で
す
が
、

大
変
な
割
に
給
料
が
安
い
た
め

担
い
手
が
す
く
な
い
現
状
が
あ

り
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
署
名
で

こ
の
現
状
を
変
え
て
く
だ
さ

い
」
な
ど
の
訴
え
を
リ
レ
ー
形

式
で
行
い
ま
し
た
。

栄
の
街
は
コ
ロ
ナ
前
に
戻
っ

た
よ
う
に
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ

い
、
路
上
ラ
イ
ブ
の
グ
ル
ー
プ

も
い
る
な
ど
、
署
名
も
リ
レ
ー

ト
ー
ク
も
し
に
く
い
条
件
も
あ

り
ま
し
た
が
、
「
大
幅
増
員
署

名
」
が
６３
筆
、
「
介
護
改
善
署

名
」
が
１２
筆
、
「
看
護
師
処
遇

改
善
署
名
」
が
１
筆
の
集
約
で

し
た
。

第
４０
回
Ｊ
Ｂ
期
民
医
連
全
国

青
年
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
が
１１
月
２４

日
（
金
）
〜
２５
日
（
土
）
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
４５
県
連

か
ら
実
行
委
員
・
事
務
局
含
め

８
３
５
人
が
参
加
し
、
う
ち
愛

知
か
ら
は
名
南
会
１４
名
、
尾
張

健
友
会
９
名
の
合
計
２３
名
で
し

た
。
名
古
屋
市
内
・
金
山
の
労

働
会
館
に
集
ま
っ
て
全
国
の
参

加
者
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
繋
ぎ
、

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
の
参
加

と
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
「
会
っ
て
話
そ
う
、

つ
な
が
っ
て
学
ぼ
う
」
を
テ
ー

マ
に
、
一
部
な
が
ら
も
対
面
で

実
施
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

記
念
講
演
で
は
、
カ
ク
ワ
カ
広

島
（
核
政
策
を
知
り
た
い
広
島

若
者
有
権
者
の
会
）
の
高
橋
悠

太
氏
を
講
師
に
核
問
題
に
対
し

て
の
取
り
組
み
や
行
動
す

る
事
の
大
切
さ
の
話
が
あ

り
、
実
際
に
議
員
の
方
の

考
え
方
が
変
わ
る
な
ど
成

果
も
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

テ
ー
マ
別
セ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
班
毎
に
Ｓ
Ｄ
Ｈ
と

健
康
格
差
、
沖
縄
の
基
地

と
平
和
、
気
候
変
動
、
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
問
題
に

つ
い
て
講
演
と
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
行
い
、
自
分
た

ち
は
何
が
で
き
る
の
か
な

ど
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

入
職
１
〜
２
年
目
で
初

め
て
参
加
す
る
職
員
も
多
く
、

始
め
は
緊
張
感
も
あ
り
ま
し
た

が
、
ゲ
ー
ム
な
ど
班
交
流
も
通

し
て
法
人
を
跨
い
だ
繋
が
り
も

経
験
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

【
参
加
者
の
感
想
か
ら
】

岩
谷

優
希

（
名
南
病
院

看
護
師
）

仲
間
や
地
域
と
の
交
流
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
病

院
や
職
種
、
勤
務
歴
が
違
う
と

話
す
機
会
が
中
々
な
い
の
で
交

流
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。
Ｊ

Ｂ
ネ
ー
ム
を
決
め
る
こ
と
で
親

近
感
が
湧
き
、
好
き
な
物
や
趣

味
な
ど
相
手
の
こ
と
を
た
く
さ

ん
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

核
兵
器
の
講
演
で
は
核
兵
器
の

数
や
所
有
国
、
核
兵
器
に
よ
っ

て
起
こ
る
リ
ス
ク
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

三
浦

雅
生

（
名
南
ふ
れ
あ
い
病
院

管
理
栄
養
士
）

最
初
は
と
て
も
緊
張
し
て
い

ま
し
た
。
初
め
て
会
う
方
や
他

種
職
の
方
が
多
く
、
う
ま
く
話

せ
る
か
心
配
で
し
た
が
、
班
交

流
で
同
じ
班
の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
う
ち
に
、

自
然
と
緊
張
が
な
く
な
っ
て
い

ま
し
た
。
仕
事
の
悩
み
や
不
安

を
話
す
こ
と
も
あ
り
、
縦
の
つ

な
が
り
で
は
な
く
、
横
の
つ
な

が
り
が
出
来
て
こ
れ
か
ら
の
仕

事
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
も
つ

な
が
り
ま
し
た
。

梶
木

祐
希

（
千
秋
病
院理

学
療
法
士
）

第
４０
回
Ｊ
Ｂ
期
民
医
連
全
国

青
年
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
、
カ
ク
ワ
カ

広
島
の
高
橋
悠
太
さ
ん
に
核
に

つ
い
て
お
話
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
同
い
年
と
は
思
え
な

い
考
え
方
や
行
動
力
が
あ
り
、

今
後
の
生
活
で
見
習
っ
て
い
き

た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
交
流

会
で
は
他
病
院
の
ス
タ
ッ
フ
と

仕
事
の
話
や
ゲ
ー
ム
な
ど
で
盛

り
上
が
り
、
親
睦
を
深
め
、
横

の
繋
が
り
の
大
切
さ
を
学
び
ま

し
た
。

藤
田

百
佳

（
千
秋
病
院

事
務
）

第
４０
回
Ｊ
Ｂ
期
民
医
連
全
国

青
年
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
、
班
学
習
と

し
て
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
子
ど

も
の
貧
困
に
つ
い
て
講
演
を
聞

き
、
他
職
種
の
班
メ
ン
バ
ー
と

仕
事
場
の
実
体
験
な
ど
を
交
え

て
意
見
を
話
し
合
え
た
こ
と
で

実
際
に
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ

と
は
何
か
と
考
え
ま
し
た
。
今

後
は
医
療
関
係
者
と
し
て
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
の
知
識
を
周
り
に

広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

カカククワワカカ広広島島・・高高橋橋ささんんのの講講演演

ググルルーーププ討討論論のの様様子子

ググルルーーププ討討論論のの様様子子ググルルーーププ討討論論のの様様子子

医医師師・・看看護護師師・・介介護護士士のの大大幅幅増増員員ををデデモモ・・署署名名行行動動ででアアピピーールル
秋秋ののドドククタターー・・ナナーースス・・介介護護ウウエエーーブブ 栄栄のの街街でで実実施施

第第
４４００
回回
ＪＪ
ＢＢ
期期
民民
医医
連連

全全
国国
青青
年年
ジジ
ャャ
ンン
ボボ
リリ
ーー開開

催催

「「
会会
っっ
てて
話話
そそ
うう
、、

つつ
なな
がが
っっ
てて
学学
ぼぼ
うう
」」

をを
テテ
ーー
ママ
にに
全全
国国
のの
仲仲

間間
とと
交交
流流尾

張
健
友
会

千
秋
病
院

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
長

鵜
飼

達
也

尾
張
健
友
会

千
秋
病
院

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
長

鵜
飼

達
也
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東
海
北
陸
地
協
・
看
護
学
生
委
員
会
主
催
の
「
看
護
後
継

者
育
成
研
修
会
」
を
、
１１
月
３０
日
か
ら
１２
月
１
日
に
か
け
て
、

名
古
屋
市
内
の
労
働
会
館
東
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
各
地
域

の
看
対
委
員
、
看
護
師
育
成
に
関
わ
る
看
護
師
、
そ
し
て
看

護
学
生
委
員
長
た
ち
が
一
堂
に
会
し
、
参
加
者
た
ち
が
対
面

で
織
り
な
す
熱
気
と
学
び
の
場
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
人
数

は
、
実
参
加
５５
人
・
オ
ン
ラ
イ
ン
６０
人
で
計
１
１
５
人
、
う

ち
愛
知
か
ら
は
実
参
加
２０
人
・
オ
ン
ラ
イ
ン
３９
人
で
計
５９
人

で
し
た
。

研
修
会
の
テ
ー
マ
は
、
「
つ
な
げ
よ
う
民
医
連
看
護
〜
看

護
師
確
保
と
育
成
、
定
着
の
た
め
の
職
場
文
化
の
構
築
〜
」
。

獲
得
目
標
に
は
、
学
生
や
入
職
後
の
看
護
師
の
思
い
や
状
況

を
理
解
す
る
こ
と
、
各
県
の
教
育
・
育
成
の
課
題
を
共
有
し
、

今
後
の
育
成
定
着
に
活
か
す
こ
と
、
そ
し
て
各
県
の
担
当
者

同
士
が
交
流
し
、
や
り
が
い
を
共
有
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

ま
し
た
。

対
応
が
難
し
い
ス
タ
ッ

フ
へ
の
教
育
的
支
援
を

学
ぶ１

日
目
は
メ
イ
ン
を
記
念
講

演
と
し
、
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン

の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ル

ー
ム
Ａ
ｃ
ｃ
ｅ
ｐ
ｔ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ

の
高
確
率
コ
ー
チ
ン
グ
・
ト
レ

ー
ナ
ー
で
あ
り
、
発
達
障
害
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
も
あ
る
白
石

邦
明
氏
に
、
対
応
が
難
し
い
ス

タ
ッ
フ
へ
の
教
育
的
支
援
に
つ

い
て
様
々
な
ワ
ー
ク
を
体
験
し

な
が
ら
講
演
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
講
義
の
中
で
「
難
し

い
人
間
は
い
な
い
。
頑
固
な
自

分
が
い
る
だ
け
だ
」
と
い
う
こ

と
ば
が
印
象
的
で
し
た
。
対
応

が
難
し
い
の
は
自
分
の
中
の
引

き
出
し
が
少
な
い
の
が
原
因
で

あ
り
、
経
験
を
積
み
対
応
方
法

を
考
え
て
行
く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
、
減
点
法
で
は
な
く
加
点

法
で
評
価
を
し
て
い
く
こ
と
、

苦
手
意
識
を
克
服
し
上
手
に
な

る
た
め
に
は
、
手
本
・
見

本
・
目
標
が
大
切
で
あ
る
、

と
い
う
こ
と
な
ど
教
育
支

援
の
た
め
の
様
々
な
ヒ
ン

ト
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

指
定
報
告
〜
看
対
事
務

職
の
軌
跡
、
新
人
看
護

師
の
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
を

学
ぶ指

定
報
告
で
は
、
２
演
題
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
福
井
の
奥

出
さ
ん
は
１８
年
続
け
た
看
対
事

務
を
卒
業
と
な
り
ま
す
。
「
あ

す
を
つ
む
ぐ
看
対
〜
民
医
連
看

護
の
７
年
後
の
未
来
を
見
据
え

て
〜
」
と
題
し
た
報
告
で
看
対

事
務
の
軌
跡
を
語
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

新
人
看
護
師
育
成
に
つ
い
て
、

全
国
的
に
も
コ
ロ
ナ
禍
で
実
習

が
不
十
分
で
あ
る
学
生
が
多
く

入
職
後
の
不
安
が
大
き
い
、

交
流
が
制
限
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
同
期
の
仲
間
意
識

が
薄
れ
、
孤
独
感
が
大
き

い
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
て

い
ま
す
。
石
川
の
研
修
事

務
局
の
齊
藤
さ
ん
か
ら
は
、

「
新
人
看
護
師
の
集
団
作

り
〜
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
研
修

を
導
入
し
て
〜
」
と
題
し
、

全
国
で
紹
介
の
あ
っ
た
ピ

ア
サ
ポ
ー
ト
の
導
入
結
果

に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

ど
の
現
場
で
も
同
じ
よ
う
に

悩
み
が
あ
り
ま
す
が
、
講
演
で

学
ん
だ
面
談
で
指
導
・
注
意
の

ス
キ
ル
の
７
つ
を
活
用
し
、
減

点
方
式
で
は
な
く
加
点
方
式
で

ほ
め
て
育
て
て
い
こ
う
、
と
い

う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

対
面
に
よ
る
リ
ア
ル

な
交
流
と
学
び
を
今

後
も

対
面
で
行
わ
れ
た
こ
の
研
修

会
が
、
事
務
や
看
護
師
同
士
、

日
々
の
困
り
ご
と
や
達
成
感
な

ど
リ
ア
ル
な
交
流
と
学
び
の
場

と
な
り
ま
し
た
。
民
医
連
な
ら

で
は
の
横
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
、
今
後
も
対
面
で
の
研
修
が

さ
ら
な
る
発
展
と
連
携
強
化
に

寄
与
し
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま

す
。

県
連
看
護
学
生
委
員
会

委
員
長

尾
張
健
友
会
副
看
護
部
長

沢
田

美
名

先
日
、
エ
シ
カ
ル
雑
貨
店
に
立
ち
寄
り
ま
し
た
。
エ
シ
カ

ル
と
は
英
語
で
「
倫
理
的
な
」
と
い
う
訳
で
す
が
、
何
か
モ

ノ
を
生
産
・
消
費
す
る
と
き
に
は
「
人
や
社
会
、
地
域
、
環

境
な
ど
に
優
し
い
」
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
ま
す
。
店
内
に

は
様
々
な
エ
シ
カ
ル
雑
貨
が
並
ん
で
い
て
、
中
で
も
ひ
と
き

わ
目
を
惹
き
つ
け
ら
れ
る
か
わ
い
い
レ
イ
ン
ボ
ー
の
マ
イ
ボ

ト
ル
を
買
い
ま
し
た
。
職
場
に
持
参
す
れ
ば
一
目
お
か
れ
る

こ
と
間
違
い

な
し
。
皆
さ

ん
も
何
か
を

買
う
と
き
は

「
エ
シ
カ

ル
」
を
探
し

て
み
ま
し
ょ

う
。
素
敵
な

も
の
ば
か
り

な
の
で
、
プ

レ
ゼ
ン
ト
に

も
う
っ
て
つ

け
で
す
！

医
療
法
人

名
南
会

事
務

今
井

悠
太

愛
知
民
医
連
も
支
援
す
る

「
だ
ま
っ
ち
ゃ
お
れ
ん
！
訴

訟
」
（
福
島
第
一
原
発
事
故

か
ら
愛
知
・
岐
阜
・
静
岡
に

避
難
し
た
４２
世
帯
・
１
２
６

人
が
国
と
東
電
に
損
害
賠
償

を
求
め
る
控
訴
審
）
の
判
決

が
１１
月
２２
日
に
名
古
屋
高
裁

で
行
わ
れ
、
国
の
責
任
は
認

め
ず
東
電
だ
け
に
賠
償
を
命

じ
る
不
当
判
決
で
し
た
。

松
村
徹
裁
判
長
は
、
国
が

２
０
０
２
年
に
公
表
し
た
地

震
予
測
「
長
期
評
価
」
に
つ

い
て
「
信
用
性
が
あ
っ
た
」

と
し
、
遅
く
と
も
同
年
末
の

時
点
で
原
発
の
敷
地
高
を
大

き
く
超
え
る
津
波
の
到
来
を

予
見
で
き
た
と
認
定
。
し
か

し
、
国
が
安
全
対
策
を
命
じ

た
と
し
て
も
、
防
潮
堤
の
設

置
に
な
っ
た
可
能
性
が
高
く
、

大
量
の
海
水
の
侵
入
は
避
け

ら
れ
な
か
っ
た
と
結
論
付
け
、

国
の
責
任
を
認
め
ま
せ
ん
で

し
た
。

だ
ま
っ
ち
ゃ
お
れ
ん
訴
訟

弁
護
団
の
田
巻
事
務
局
長
は
、

「
被
害
の
実
態
に
向
き
合
わ

ず
、
国
の
責
任
を
認
め
な
か

っ
た
最
高
裁
に
忖
度
し
た
不

当
判
決
だ
」
と
批
判
。

原
告
団
長
の
岡
本
さ
ん
は
、

「
こ
の
国
で
原
発
の
稼
働
は

で
き
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
と
思
う
」
と
指
摘
し
、

「
こ
ん
な
判
断
を
残
し
た
ま

ま
、
た
た
か
い
を
終
わ
っ
て

い
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

必
ず
最
高
裁
で
、
こ
れ
を

乗
り
越
え
る
判
断
を
勝
ち

取
れ
る
よ
う
、
新
た
な
た

た
か
い
が
今
日
か
ら
ス
タ

ー
ト
す
る
と
思
っ
て
が
ん

ば
り
た
い
」
と
前
に
進
む

決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

尾張健友会の職員ご家族の方の漫画作品です。
原案は、協立総合病院・川村健さんの読者の
ひろば投稿です。

東海北陸地協看護学生委員会 看護後継者育成研修会が愛知で盛況開催東海北陸地協看護学生委員会 看護後継者育成研修会が愛知で盛況開催

～看護師確保と育成、定着のための職場文化の構築～～看護師確保と育成、定着のための職場文化の構築～

ゲームで交流を深めました

だだ
まま
っっ
ちち
ゃゃ
おお
れれ
んん
！！

原原
発発
事事
故故
人人
権権
侵侵
害害
訴訴
訟訟
・・
愛愛
知知
岐岐
阜阜

エ
シ
カ
ル

雑
貨

名名
古古
屋屋
高高
裁裁
・・
不不
当当
判判
決決

原原
発発
事事
故故
のの
国国
責責
任任
認認
めめ
ずずたたたた

かか
いい
はは
最最
高高
裁裁
へへ

和やかな雰囲気の研修会となりました

つなげよう民医連看護つなげよう民医連看護

⑰⑰まんがコーナーまんがコーナー

ＳＧＤで熱心に討議

記念講演の白石さん
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（4）愛 知 民 医 連２０２３年１２月号第４７４号

体
調
に
気
を
つ
け
て

老
健
あ
つ
た
の
森

看
護
師

齊
田

浩
一

も
う
す
ぐ
１２
月
。
毎
年
の
事

で
す
が
、
年
末
に
向
け
て
忙
し

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
体
調
に

気
を
付
け
て
仕
事
に
は
げ
み
ま

す
。

思
案
中
で
す

か
な
め
病
院

看
護
師

藤
山

美
由
紀

も
う
す
ぐ
ク
リ
ス
マ
ス
。
今

年
は
サ
ン
タ
さ
ん
に
何
を
お
願

い
し
よ
う
か
な
と
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

後
悔
し
な
い
よ
う
に

北
病
院

管
理
栄
養
士

柴
田
佳
代
子

気
づ
け
ば
２
０
２
３
年
も
残

り
１
か
月
。
早
す
ぎ
ま
す
。
寒

い
な
、
暑
い
な
と
思
っ
た
ら
終

わ
っ
て
い
る
感
じ
が
し
ま
す
。

や
り
た
い
事
や
っ
て
お
か
な
い

と
、
後
悔
し
そ
う
で
す
。

今
年
中
に
す
っ
き
り
と

老
健
か
た
ら
い
の
里

施
設
ケ
ア
マ
ネ

松
永

美
加

今
年
も
あ
と
少
し
。
今
年
中

に
、
す
っ
き
り
部
屋
を
片
付
け

た
い
と
思
い
ま
す
が
、
な
か
な

か
進
み
ま
せ
ん
。

ス
ト
レ
ッ
チ
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

千
秋
病
院

看
護
師

山
田

真
希

寒
さ
で
身
体
が
固
ま
っ
て
き

て
い
る
の
で
、
ス
ト
レ
ッ
チ
を

し
て
身
体
も
心
も
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
さ
せ
た
い
。

い
ろ
ん
な
お
鍋
を

老
健
か
た
ら
い
の
里

看
護
師

石
黒

百
萌
香

例
年
よ
り
遅
く
感
じ
ま
す
が
、

だ
ん
だ
ん
寒
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
ん
な
時
の
ご
飯
は
決
ま

っ
て
お
鍋
。
白
菜
や
お
肉
や
た

く
さ
ん
具
材
を
入
れ
て
、
身
体

を
温
め
た
い
で
す
。
今
年
は
何

種
類
の
お
鍋
が
食
べ
る
で
し
ょ

う
か
。

Ｘ
ｍ
ａ
ｓ
に
近
い
と
・
・
・

千
秋
病
院

理
学
療
法
士

西
尾

悟

子
ど
も
の
誕
生
日
が
１２
月
２６

日
な
の
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
２
つ

あ
げ
な
い
と
い
け
な
い
で
す
。

履
き
替
え
ま
す

名
南
診
療
所

医
師

大
森

久
紀

冬
支
度
、
最
近
め
っ
き
り
活

躍
の
場
が
な
い
け
ど
冬
用
タ
イ

ヤ
に
履
き
替
え
ま
す
。

戦
争
を
止
め
な
け
れ
ば

千
秋
病
院

放
射
線
技
師

森

賢
洋

愛
知
県
犬
山
市
に
あ
る
国
宝

茶
室
如
庵
に
行
き
ま
し
た
。
紅

葉
真
っ
盛
り
の
中
、
歴
史
的
建

造
物
が
移
築
を
繰
り
返
し
戦
火

を
逃
れ
残
っ
た
話
を
聞
き
ま
し

た
。
戦
争
は
全
て
を
根
絶
や
し

に
し
て
し
ま
い
ま
す
。
な
ん
と

し
て
も
止
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

フ
ォ
ロ
ー
、
い
い
ね
を
ぜ
ひ

名
南
ふ
れ
あ
い
病
院

事
務

中
井

宏
美

職
場
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
病
院
や
施

設
の
素
敵
な
部
分
を
ア
ッ
プ
す

る
の
が
日
課
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
フ
ォ
ロ
ー
、
い

い
ね
、
お
願
い
し
ま
す
。

年
末
年
始
、
頑
張
り
ま
し
ょ
う

老
健
あ
ん
き

看
護
師

小
川

美
由
紀

年
末
年
始
仕
事
の
皆
様
、
一
緒

に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
〜
！

歯
磨
き
し
て
る
つ
も
り
で
も

名
南
ふ
れ
あ
い
病
院

介
護
福
祉
士

原

洋
子

コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
か
ら
歯

医
者
に
行
け
て
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
今
で
は
一
ヶ
月
に
一
度
検

診
に
行
っ
て
ま
す
。
気
を
つ
け

て
歯
磨
き
し
て
る
つ
も
り
で
も

一
ヶ
月
で
歯
石
つ
い
て
し
ま
う

ん
で
す
ね
。
歯
医
者
通
い
は
大

事
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
続
け
て
い
き
ま
す
。

気
持
ち
よ
く
新
年
を

名
南
ふ
れ
あ
い
病
院

事
務

水
谷

侑
希
子

少
し
ず
つ
大
掃
除
を
始
め
て

い
ま
す
。
不
用
品
を
捨
て
て
、

タ
オ
ル
な
ど
は
新
品
を
用
意
し

て
、
気
持
ち
よ
く
新
年
を
迎
え

た
い
な
と
思
い
ま
す
。

早
く
慣
れ
た
い

協
立
総
合
病
院

看
護
師

石
塚
由
香
理

１２
月
か
ら
電
子
カ
ル
テ
が
新

シ
ス
テ
ム
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

見
慣
れ
な
い
画
面
の
せ
い
か
疲

れ
ま
す
。
早
く
慣
れ
た
い
で
す
。

こ
と
し
の
銀
杏
の
色
付
き
は

訪
問
看
護
Ｓ
Ｔ
レ
イ
ン
ボ
ー

看
護
師

加
藤

智
子

今
年
の
銀
杏
の
色
付
き
は
、

今
ひ
と
つ
で
し
た
。
地
球
環
境

の
変
化
が
影
響
し
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
？

陣
跡
め
ぐ
り

生
協
わ
か
ば
の
里

作
業
療
法
士

園
田

麻
子

歴
史
に
ハ
マ
る
息
子
と
と
も

に
関
ヶ
原
古
戦
場
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。
陣
跡
を
巡
る
の
は
ち

ょ
っ
と
し
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に

も
な
り
、
４
０
０
年
前
に
思
い

を
馳
せ
る
秋
の
散
策
で
し
た
。

暖
冬
の
は
ず
な
の
に
…
…

協
立
総
合
病
院

臨
床
工
学
技
士

長
尾

貴
志

気
付
け
ば
も
う
１２
月
、
早
い

で
す
ね
！
冬
休
み
、
ク
リ
ス
マ

ス
、
お
正
月
。
長
男
は
１
月
が

誕
生
日
で
す
。
暖
冬
で
も
、
懐

は
寒
く
な
る
一
方
で
す
。

２
年
間
の
研
修
も
も
う
じ

き
終
了
で
す
。
現
在
は
消
化

器
内
科
で
研
修
中
で
す
。

一
人
の
患
者
さ
ん
が
複
数

の
疾
患
を
患
っ
て
い
る
事
が

多
く
、
ま
た
、
一
人
一
人
症

状
に
も
個
人
差
が
あ
る
の
で
、

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
難
し
さ
を

実
感
し
て
い
ま
す
。
去
年
、

医
師
と
し
て
第
一
歩
を
踏
み

出
し
た
頃
と
比
べ
る
と
、
患

者
さ
ん
や
病
院
ス
タ
ッ
フ
と

の
や
り
取
り
も
ス
ム
ー
ズ
に

な
り
、
成
長
を
実
感
し
て
お

り
ま
す
が
、
成
長
す
る
と
先

が
見
え
て
き
て
、
新
た
な
や

る
べ
き
事
に
気
付
か
さ
れ
ま

す
。
そ
う
し
て
い
く
と
、
成

長
速
度
よ
り
も
先
が
拡
が
る

速
度
の
方
が
速
く
、
個
人
の

一
生
で
は
終
わ
ら
な
い
道
な

の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
医

師
の
道
は
斯
く
も
険
し
い
も

の
か
と
、
先
達
へ
の
尊
敬
の

念
に
堪
え
ま
せ
ん
。

僕
は
来
年
度
か
ら
は
救
急

科
へ
進
み
、
救
急
医
療
に
携

わ
っ
て
い
く
予
定
で
す
。
救

急
外
来
と
い
う
軽
症
か
ら
重

症
ま
で
、
一
般
的
な
病
気
か

ら
珍
し
い
病
気
ま
で
、
老
若

男
女
様
々
な
方
が
来
ら
れ
る

場
所
に
身
を
置
く
の
で
、
柔

軟
性
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
柔

軟
に
対
応
す
る
為
、
最
近
は

ス
ト
レ
ッ
チ
を
・
・
・
・
で

は
な
く
、
な
る
べ
く
現
場
で

の
経
験
を
増
や
す
事
と
、

様
々
な
文
献
や
最
新
情
報
を

得
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

自
分
の
成
長
と
医
療
の
発
展

が
今
後
も
楽
し
み
で
す
。
引

き
続
き
精
進
し
ま
す
。

協立総合病院 ２年目研修医

池谷 太郎

【
た
て
の
カ
ギ
】

１

サ
ン
タ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
は

何
に
入
れ
る
？

２

固
体
と
液
体
を
分
け
る
操

作

３

過
ぎ
去
っ
た
年
、
昔

５

こ
う
い
う
所
に
あ
る
小
さ

な
店
が
旨
い
の
よ
〜

８

売
れ
て
い
る
作
家
の
こ
と

９

樋
口
一
葉
の
短
編
小
説

１１

足
は
１０
本

１４

長
野
県
の
真
ん
中
に
あ
る

○
○
湖
、
間
欠
泉
も
あ
る

よ

１６

か
ぎ

【
よ
こ
の
カ
ギ
】

１

日
本
近
海
最
大
の
海
流
で

暖
流
と
い
え
ば

４

赤
に
コ
レ
を
混
ぜ
る
と
ピ

ン
ク

６

刀
剣
な
ど
の
手
で
握
る
部

分

７

ア
カ
、
ム
ラ
サ
キ
、
バ
フ

ン
な
ど
、

９

何
年
も
同
じ
株
か
ら
花
が

咲
き
ま
す

１０

実
際
に
経
験
し
た
こ
と
を

書
き
綴
っ
た
も
の

１２

将
棋
の
コ
レ
は
斜
め
に
進

み
ま
す

１３

ジ
ョ
ー
ズ

１５

大
仏
の
髪
の
毛

１７

子
ど
も
、
児
童
、
わ
ら
わ

１８

パ
ド
ル
で
水
を
掻
い
て
進

む
舟
。
競
技
も
あ
る

〈
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
当
選
者
〉

１１
月
号
、
正
解
は
「
冬
支

度
」
。
応
募
総
数
４６
通
で
全
員

正
解
で
し
た
。
次
の
方
々
が
当

選
さ
れ
ま
し
た
。

•
野
垣

な
を
み
さ
ん

（
岩
倉
介
護
保
険
Ｓ
Ｃ
ち
あ
き
）

•
服
部

蕗
子
さ
ん

（
桃
山
診
療
所
）

•
田
川

美
樹
さ
ん

（
北
メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

〈
応
募
要
項
〉

あ
て
先
は
、
〒
４
５
６
―
０

０
０
６

名
古
屋
市
熱
田
区
沢

下
町
９
―
３

愛
知
民
医
連
宛
。

①
こ
た
え
、
②
事
業
所
名
、
③

職
種
、
④
氏
名
、
⑤
近
況
や
紙

面
の
感
想
、
を
記
入
し
、
ハ
ガ

キ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー
ル
で

ご
応
募
く
だ
さ
い
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
も
可
。
ペ
ン
ネ
ー
ム
や
事
業

所
名
・
職
種
不
記
載
は
抽
選
の

対
象
外
で
す
。
パ
ー
ト
・
臨
時

職
員
も
ご
応
募
い
た
だ
け
ま
す
。

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
３

人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
進
呈
。

近
況
や
感
想
が
「
読
者
の
ひ

ろ
ば
」
に
掲
載
さ
れ
た
方
も
当

選
者
の
半
額
分
の
図
書
カ
ー
ド

を
進
呈
し
ま
す
。
１２
月
号
ク
ロ

ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
応
募
締
め

切
り
は
１
月
４
日
で
す
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス
マ
ホ
な
ど
で

読
む
と
応
募
フ
ォ
ー
ム
か
ら
投

稿
で
き
ま
す
。

答え

（出題 北メンタルクリニック 事務 幅しのぶ）

☆
辺
野
古
新
基
地
建
設
阻
止
の

た
た
か
い
は
新
し
い
局
面
を
迎

え
て
い
ま
す
。
国
土
交
通
大
臣

は
、
米
軍
新
基
地
建
設
に
伴
う

軟
弱
地
盤
改
良
工
事
の
た
め
の

設
計
変
更
を
玉
城
デ
ニ
ー
県
知

事
に
代
わ
っ
て
承
認
す
る
「
代

執
行
」
に
向
け
、
沖
縄
県
を
提

訴
し
ま
し
た
。
沖
縄
県
民
の
民

意
を
無
視
し
、
地
方
自
治
を
破

壊
し
て
ま
で
も
新
基
地
建
設
を

強
行
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
国

の
暴
挙
で
す
。

☆
１１
月
１１
日
は
、
「
い
い
介
護

の
日
」
。
「
介
護
・
認
知
症
な

ん
で
も
無
料
相
談
」
に
民
医
連

か
ら
ケ
ア
マ
ネ
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
な
ど
４
人
が
電
話
相

談
に
応
じ
ま
し
た
。
認
知
症
の

家
族
を
抱
え
介
護
疲
れ
や
困
難

な
事
例
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

☆
今
年
も
学
術
運
動
交
流
集
会

は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
、
山

極
壽
一
氏
か
ら
「
人
類
の
進
化

と
文
化
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
」
の
講

演
が
さ
れ
ま
し
た
。
午
後
か
ら

７
分
科
会
に
分
か
れ
て
医
療
介

護
活
動
、
ま
ち
づ
く
り
、
社
保

・
平
和
等
の
発
表
が
さ
れ
、
６

０
０
名
超
の
職
員
・
共
同
組
織

の
み
な
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

☆
全
国
青
年
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
は

東
京
か
ら
各
地
域
を
オ
ン
ラ
イ

ン
で
結
び
、
愛
知
の
青
年
職
員

が
２３
名
参
加
し
ま
し
た
。
記
念

講
演
の
カ
ク
ワ
カ
広
島
の
高
橋

悠
太
氏
の
講
演
は
「
核
兵
器
も

戦
争
も
な
い
世
界
を
め
ざ
し

て
」
と
若
い
世
代
を
励
ま
す
内

容
で
大
変
勇
気
づ
け
ら
れ
ま
し

た
。

☆
年
末
の
医
科
奨
学
生
会
議
は
、

「
民
医
連
の
歴
史
と
災
害
支
援

に
つ
い
て
学
ぶ
」
の
学
習
会
を

開
催
し
ま
す
。

【
１１
月
２４
日
第
５
回
理
事
会

県
連
事
務
局
長
武
田
修
三
】
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クロスを解いてＡ～Ｅに入る文字を順に
ならべてできた言葉をこたえてね

自
分
の
成
長
と

医
療
の
発
展
を
楽
し
み
に

https ://goo.gl/k5hZMy
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